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研究要旨 

新型コロナウイルス感染症は、受診控えや感染防御準備のための手術延期などにより、

病院経営に悪影響を及ぼしていることは報告されているが、診療科別の分析は行われてお

らず、不明な部分が多い。診療科により患者行動や病院側の対応に違いがあるため、診療

科別に病院の損益に与えた影響を分析することは重要である。そこで、本研究は診療科別

に病院の損益に与えた影響を分析することを目的とする。 

某医療機関グループから提供された情報のうち、50 床以上の病床を有する病院、計 29

病院を対象とした。29 病院のうち 22 病院が新型コロナ患者対応実績有り、7 病院が対応

実績無しであった。病院によって異なる診療科は共通の診療科区分に変換し、10病院以上

に存在しない診療科や共通の診療科とみなせない診療科については対象外とした。分析対

象期間は令和 2年 4～9月とし、平成 31年 4月～令和元年 9月と比較した。 

まず収入をみると、入院では、小児科、心臓外科、皮膚科、耳鼻咽喉科は、2割以上の減

少となっているのに対して、外来では、皮膚科、耳鼻咽喉科が 2 割程度の減少となってお

り、小児科、心臓外科の大幅な減少は入院に限られていた。眼科、歯科も、入院の減少がそ

れぞれ約 19％、約 17％と比較的大きいが、外来では約 6％、約 4％と小さく、外来の方が

影響は小さかった。逆に、循環器科は、入院では減少が約 1％とあまり無かったものの、外

来では約 13％の減少となっていた。同じような傾向は、脳神経外科でもあり、入院では約

7％の減少だが、外来では約 17％の減少となっていた。 

また四半期別にみると、入院では、小児科、皮膚科は、第 1四半期も第 2四半期も、2.5~3

割の減少のまま推移した一方、心臓外科、耳鼻咽喉科、眼科、歯科は、第 2 四半期には減

少が回復してきており、延期されていた手術を実施するようになった結果と推測された。

外来では、いずれの診療科でも第 2 四半期にかけて減少が回復しており、2 割程度の減少

があった小児科、脳神経外科、整形外科でも、1割以下の減少まで回復していた。しかし、

第 1四半期で 3割近くまで減少した皮膚科と耳鼻咽喉科は、第 2四半期でも 1割以上の減

少が続いており、受診控えが長引いている状況が示唆された。 

次に損益状況をみると、まず入院・外来合計ベースでは、収支比率（単純平均）は小児

科、皮膚科は 30％ポイントを超えて、耳鼻咽喉科は 20％ポイントを超えて、歯科は約 20％

ポイントと大きな減少となっているが、泌尿器科は約 7％ポイントの減少と相対的に小さ

い。第 1四半期では、皮膚科、耳鼻咽喉科、歯科は 40％ポイントを超えて、小児科は約 40％
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ポイントと大きく減少し、小児科、皮膚科は第 2四半期でも 20％ポイントを超える減少の

ままである。 

入院では、小児科、皮膚科、歯科が 20％ポイントを超えて大きく減少している。第 1四

半期では、小児科、耳鼻咽喉科、歯科が 30％ポイントを超えて、心臓外科、皮膚科が 20％

ポイントを超えて減少し、小児科、皮膚科は第 2四半期でも 20％ポイントを超える減少の

ままである。 

一方、外来では、皮膚科は約 44％ポイント、小児科、心臓外科、耳鼻咽喉科は 30％ポイ

ントを超えて、脳神経外科は約 26％ポイントと、大きく減少しているが、外科の減少は約

8％ポイントと相対的に小さい。第 1 四半期では、小児科、心臓外科、皮膚科が 60％ポイ

ントを超えて、耳鼻咽喉科が約 53％ポイント、歯科が約 41％ポイント、脳神経外科、整形

外科が 30％ポイントを超えて減少している。第 2四半期でも、皮膚科、耳鼻咽喉科は 20％

ポイントを超えて、小児科、心臓外科、脳神経外科は 10％ポイントを超えて、眼科は約 10％

ポイント減少している。こうしたなか、第 2 四半期には、歯科は前期比プラスに転じ、外

科も 0.3％ポイント未満のマイナスまで回復している点は、他の診療科と傾向が異なる。 

診療科別に収入と損益の変化状況を分析した結果、収入と損益の減少の程度には相違が

見られることも判明した。このことは、収入ベースだけでなく損益ベースでも診療科別の

分析をすることの重要性を強く示唆している。ただし今回の研究では、診療科別の変動費

率を把握して、収入の増減率に対する損益の増減率を診療科別に分析することまではでき

ていない。収入の増減による損益増減への影響が強い診療科と弱い診療科を把握すること

は、今後の研究課題である。 

 

Ａ．研究目的 

 新型コロナウイルス感染症は、受診控え

や感染防御準備のための手術延期などによ

り、病院経営に悪影響を及ぼしていること

は報告されているが、診療科別の分析は行

われておらず、不明な部分が多い。診療科

により患者行動や病院側の対応に違いがあ

るため、診療科別に病院の損益に与えた影

響を分析することは重要である。そこで、

本研究は診療科別に病院の損益に与えた影

響を分析することを目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

① 病院数 

某医療機関グループから提供された情報

のうち、50床未満の病床の病院については、

その他の病院と規模が大きく異なるため除

外し、50 床以上の病床を有する病院(29 病

院)を対象とした。29 病院のうち 22 病院が

対応実績有り(COVID-19 患者もしくは疑似

症患者を 1 人以上受け入れた施設)、7 病院

が対応実績無し(COVID-19 患者もしくは疑

似症患者を受け入れなかった施設)であった。 

全病院は平均の病床数が 343 床(標準偏差

166)、対応実績有りの病院群は平均の病床数

が 379床(標準偏差 171)、対応実績無しの病

院群は平均の病床数が 233 床(標準偏差 89)

であり、対応実績有りの病院群の方が病床規

模の大きな病院が多く含まれている。 

 

② 診療区分 

某医療機関グループでは、病院により異な

る診療科名が標榜されており、共通化されて

はいない。このため、グループ内においても
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病院間での診療科単位での分析は容易では

ない。しかしながら、グループ内において定

められた共通の診療科区分が存在し、病院に

よって異なる診療科をこの共通の診療科区

分に変換していることから、この共通の診療

科区分を用いることとする(表 1)。 

これらの診療科については、病院によって

存在しない診療科もあり、特定の診療科の数

が非常に少ない場合もある。 

今回対象となった 29病院では、10病院以

上に存在する診療科を分析対象としたとこ

ろ、「精神科」は 10病院に満たなかったため、

分析の対象外とした。 

「その他」の区分には、放射線科や、健診

センター、訪問看護ステーション、クリニッ

クの分院など、上記の診療科に含められない

診療科等が含められており、共通の診療科と

見做せないため、分析の対象外とした。 

 

③ 対象期間 

分析対象の期間は令和 2年 4～令和 2年 9

月とする。比較するために平成 31年 4月～

令和元年 9 月の診療科別損益情報を併せて

提供してもらい、この 2期間の増減を比較分

析する。 

 

④ 収入、費用の内訳 

某医療機関グループの病院では、診療科別

に損益情報を作成している。収入については、

患者への診療活動により各診療科で直接発

生したことが明らかな「直接収入」、診療技

術部門に配分された収入のうち各診療科に

割り振られた「技術収入」、診療活動以外の

駐車場や売店などから得られる「施設収入」、

診断書料や一部の補助金などの「雑収入」の

４つに分類されている。 

「施設収入」、「雑収入」は、患者への診療

活動により直接発生する収入ではないが、そ

れぞれの病院では各診療科に配賦計算を行

っているため、「施設収入」、「雑収入」につ

いても、各診療科別の数値が存在する。 

 費用については、患者への診療活動により

各診療科で直接発生したことが明らかな人

件費、材料費、その他経費が含まれる「直接

費用」、補助部門や診療技術部門に配分され

た費用のうち各診療科に割り振られた「配賦

費用」の 2つに分類される。 

 

⑤ 分析項目 

本研究では以下の通りに「収入計」、「収支」、

「収支比率」を計算する。 

「収入計」＝直接収入＋技術収入＋施設収入 

「収支」＝収入計－直接費用－配賦費用 

「収支比率」＝収支÷収入計 

なお、「収入計」には「雑収入」を含めるべ

きとの意見もあるが、某医療機関グループで

は、「雑収入」に補助金を含めている病院と

含めていない病院があり、「雑収入」を含め

ると経常的な病院の収入を測定することが

出来ないため、一律に「雑収入」を除外する

こととした。 

 

⑥ 留意事項 

1.サンプルが少ない場合の取り扱い 

分析においては、全 29 病院、対応実績有

りの病院群 22 病院と、対応実績無しの病院

群 7病院の平均値を算出しているが、対応実

績無しの病院群では、診療科によっては病院

数が 3を下回ることがある。この場合は、一

部の病院の特性が強く出る恐れがあるため、

病院数が 3を下回る場合には、その数値は検

討しないこととする。 

また、サンプルが 3以上でも、対応実績無

し病院群では最大 7病院しかないため、平均

値は対応実績無し病院群を適切に代表して

いるとは言えない可能性がある。 
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2.加重平均と単純平均 

 平均値の算定に当たっては、加重平均と単

純平均を算出している。加重平均は、診療科

規模の大きな病院の特性による影響を強く

受けるため、診療科規模の大きな病院が含ま

れているときは、サンプルを適切に代表しな

い恐れがある。一方で、単純平均は外れ値が

存在する場合には、この外れ値により大きく

影響を受け、診療科の傾向を適切に表さない

恐れがある。 

このため、このような外れ値について

は、単純平均の算出においては除外するこ

ととしている（スミルノフグラブズ検定の

両側検定で有意確率 5％水準）。一方、加重

平均の算出においては、除外をせずに算出

を行っている。 

 

3.入院と外来の数値が区分されていない病

院データの取り扱い 

某医療機関グループから提供されたデー

タでは、一部の病院のデータにおいて、入

院と外来の数値が分離されていないものが

あった。この病院のデータについては、入

院と外来の分析には利用せず、入院と外来

の合計値の分析にのみ利用している。 

 

Ｃ．研究結果 

（１）入院・外来の合計値の分析 

① 半年ベースの状況 

入院と外来の合計値に関する令和 2 年

4~9 月の収入計について前年同期と比べた

変化率を示す(表 2)。これを見ると、令和 2

年 4~9 月の収入計は、前年同期よりも全体

的に減少していることが分かる。 

まず加重平均について全病院ベースで見

ると、病院全体では約 9％の減少となってい

る。診療科別では、小児科、皮膚科、耳鼻咽

喉科は 20％を超えて大きく減少しているが、

泌尿器科は約 1％しか減少していない。 

対応実績別で比較すると、小児科は対応実

績有りの病院群が対応実績無しの病院群よ

りも約 11％大きく減少している。泌尿器科

は対応実績無しの病院群では約 20％減少し

ているにもかかわらず、対応実績有りの病院

群では、約 2％増加する結果となっている。

耳鼻咽喉科は対応実績無しの病院群が対応

実績有りの病院群よりも約 18％大きく減少

している。 

 次に単純平均について全病院ベースで見

ると、病院全体では約 11％の減少となって

いる。診療科別では、小児科、心臓外科、皮

膚科、耳鼻咽喉科は 20％を超えて大きく減

少しているが、泌尿器科は約 5％の増加とな

っている。 

対応実績別で比較すると、泌尿器科は対応

実績無しの病院群では約 9％減少している

にもかかわらず、対応実績有りの病院群では

約 9％増加する結果となっている。耳鼻咽喉

科は対応実績無しの病院群が対応実績有り

の病院群と比べて約 19％大きく減少してい

る。眼科は対応実績有りの病院群が対応実績

無しの病院群よりも約 11％大きく減少して

いる。 

入院と外来の合計値に関する令和 2 年

4~9 月の収支比率について前年同期と比べ

た差異を示す(表 3)。これを見ると、令和 2

年 4~9 月の収支比率は、前年同期と比べた

結果、全体的に減少していることが分かる。 

まず加重平均を全病院ベースで見ると、病

院全体では約 9％ポイントの減少となって

いる。診療科別では、小児科、皮膚科は 20％

ポイントを超えて大きく減少しているが、循

環器科、泌尿器科、産婦人科は減少が約 5％

ポイントと抑えられている。 

対応実績別で比較すると、泌尿器科は対応

実績無しの病院群が対応実績有りの病院群
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よりも約 13％ポイント大きく減少している。 

 次に単純平均を全病院ベースで見ると、病

院全体では約 11％ポイントの減少となって

いる。診療科別では、小児科、皮膚科は 30％

ポイントを超えて、耳鼻咽喉科は 20％ポイ

ントを超えて、歯科は約 20％ポイントと大

きな減少となっているが、泌尿器科は約 7％

ポイントの減少と小さい。 

対応実績別で比較すると、小児科と耳鼻咽

喉科は、対応実績無しの病院群が対応実績有

りの病院群よりも、約 17％ポイント大きく

減少している。 

 

② 四半期ベースの状況 

入院と外来の合計値に関する令和 2 年

4~6月(第 1四半期)と 7~9月(第 2四半期)の

収入計について前年同期と比べた変化率を

示す(表 4)。これを見ると、多くの診療科で

令和 2 年第 1 四半期は収入計が大きく減少

しているが、令和 2 年第 2 四半期には減少

傾向ではあるものの、その減少幅が回復して

いる。この傾向は、対応実績有りの病院群で

も、対応実績無しの病院群でも同様になって

いる。 

 まず加重平均を全病院ベースで見ると、病

院全体では第 1 四半期が約 13％、第 2 四半

期では約 6％の減少となっている。診療科別

では第 1 四半期で、耳鼻咽喉科は約 32％、

小児科、皮膚科、眼科、歯科は 20％を超えて

減少している。このうち小児科、皮膚科、耳

鼻咽喉科は第 2 四半期でも依然として 10％

を超えるマイナスである。 

 全体の傾向と異なる状況にあるのは、以下

の診療科である。外科については、第 1四半

期も第 2四半期も 6％前後の減少割合になっ

ており、継続的に小さく減少が続いている。

この傾向は、対応実績有りの病院群でも、対

応実績無しの病院群でも同様になっている。

整形外科では、対応実績無し病院群において

は、第 2 四半期はマイナスではあるものの、

その値は１％を下回っており、前年からの減

少はほとんど解消されている。泌尿器科につ

いては、全病院では第 1四半期はほとんど減

少していないが、第 2四半期で 2％のマイナ

スと減少が拡大している。対応実績別では、

増減の動きが大きく分かれ、対応実績有り病

院群では第 1 四半期も第 2 四半期も数％の

プラスとなっているが、対応実績無し病院群

では第 1 四半期が約 14％のマイナスだが、

第 2 四半期では約 26％のマイナスと減少が

大きくなっている。眼科では、対応実績無し

病院群では、第 1 四半期よりも第 2 四半期

の方が、減少の幅が大きくなっている。産婦

人科（対応実績有り病院群を除く）と歯科で

は、第 2四半期でプラスに転じている。 

次に単純平均を全病院ベースで見ると、病

院全体では第 1 四半期が約 14％、第 2 四半

期では約 8％の減少となっている。診療科別

では第 1 四半期で、耳鼻咽喉科が約 35％、

小児科、心臓外科、皮膚科、歯科が 20％を超

えて、眼科が約 20％と大きく減少している。

このうち、小児科、皮膚科は第 2四半期でも

20％を超える減少のままである。 

全体の傾向と異なる状況にあるのは、以下

の診療科である。外科では、第 1四半期も第

2 四半期も 7～8％程度のマイナスになって

おり、同程度の減少が続いている。泌尿器科

では、全病院でも対応実績有り病院群でも、

第 1 四半期も第 2 四半期もプラスであり、

第 1 四半期よりも第 2 四半期の方が、増加

が大きくなっている。整形外科（対応実績無

し病院群）と歯科では、第 2四半期でプラス

に転じている。 

表 5では、入院と外来の合計値に関する令

和 2年 4~6月(第 1四半期)と 7~9月(第 2四

半期)の収支比率について前年同期と比べた
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差異を示している。これを見ると、多くの診

療科で令和 2 年第 1 四半期は収支比率が大

きく減少しているが、令和 2 年第 2 四半期

には減少傾向ではあるものの、その減少幅が

回復している。この傾向は、対応実績有りの

病院群でも、対応実績無しの病院群でも同様

になっている。 

まず加重平均を全病院ベースで見ると、病

院全体では第 1 四半期が約 14％ポイント、

第 2四半期では約 4％ポイントの減少となっ

ている。診療科別では第 1四半期で、小児科、

耳鼻咽喉科、歯科は 30％ポイントを超える、

皮膚科は約 28％ポイントの減少となってい

る。このうち小児科、皮膚科は第 2四半期で

も依然として 10％ポイントを超えるマイナ

スである。 

全体の傾向と異なる状況にあるのは、以下

の診療科である。耳鼻咽喉科では、対応実績

無しの病院群では第 1 四半期が約 69％ポイ

ントのマイナスと非常に大きかったにもか

かわらず、第 2四半期では約 5％ポイントの

マイナスまで大きく回復している。眼科では、

対応実績無し病院群では、第 1四半期よりも

第 2四半期の方が、減少の幅が大きくなって

いる。産婦人科と歯科（対応実績有り病院群）

では、第 2四半期でプラスに転じている。 

次に単純平均を全病院ベースで見ると、病

院全体では第 1 四半期が約 16％ポイント、

第 2四半期では約 7％ポイントの減少となっ

ている。診療科別では第 1四半期で、皮膚科、

耳鼻咽喉科、歯科は 40％ポイントを超えて、

小児科は約 40％ポイントと大きく減少して

いる。このうち、小児科、皮膚科は第 2四半

期でも 20％ポイントを超える減少のままで

ある。 

全体の傾向と異なる状況にあるのは、以下

の診療科である。耳鼻咽喉科では、対応実績

無しの病院群では第 1 四半期が約 74％ポイ

ントのマイナスと非常に大きかったにもか

かわらず、第 2 四半期では約 26％ポイント

のマイナスまで大きく回復している。眼科で

は、対応実績無しの病院群で第 1四半期も第

2 四半期も減少の幅がほとんど変わってい

ない。泌尿器科では、対応実績無しの病院群

では、第 2四半期において、約 1％ポイント

のプラスに転じている。 

 

（２）入院の分析 

① 半年ベースの状況 

表 6 では、入院に関する令和 2 年 4~9 月

の収入計について前年同期と比べた変化率

を示している。これを見ると、泌尿器科を除

いてすべて収入計が減少する結果となって

いる。 

 まず加重平均を全病院ベースで見ると、病

院全体で約 9％の減少となっている。診療科

別では、小児科、皮膚科、耳鼻咽喉科、眼科

は 20％を超えて大きく減少しているが、泌

尿器科は約 8％の増加となっている。 

対応実績別で分けると、小児科は対応実績

有り病院群が対応実績無しの病院群よりも

約 17％大きく減少している。泌尿器科は対

応実績有りの病院群が約 15％のプラスとな

っており、コロナ禍において大きく増加して

いる一方で、対応実績無しの病院群では、約

29％のマイナスとなっており大きく減少し

ている。耳鼻咽喉科は、対応実績無しの病院

群が対応実績有りの病院群よりも約 26％大

きく減少している。眼科は対応実績有り病院

群が対応実績無しの病院群よりも約 11％大

きく減少している。 

次に単純平均を全病院ベースで見ると、病院

全体で約 11％の減少となっている。診療科

別では、小児科、心臓外科、皮膚科、耳鼻咽

喉科は 20%を超えて大きく減少しているが、

循環器科は約 1％の減少、泌尿器科は約 5％
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の増加となっている。 

対応実績別で分けると、循環器科は対応実

績有り病院群で約 3％のプラスに対して、対

応実績無し病院群では約 15％のマイナスに

なっている。泌尿器科は対応実績有り病院群

で約 11％のプラスに対して、対応実績無し

病院群では約 22％のマイナスになっている。

耳鼻咽喉科は、対応実績無しの病院群が対応

実績有りの病院群よりも約 34％大きく減少

している。眼科は対応実績無し病院群で約

6％のプラスに対して、対応実績有り病院群

ではマイナス約 25％と大きく減少している。 

 表 7 では、入院に関する令和 2 年 4~9 月

の収支比率について前年同期と比べた差異

を示している。これを見ると、加重平均の対

応実績有り病院群の泌尿器科を除いてすべ

て収支比率が減少する結果となっている。 

まず加重平均を全病院ベースで見ると、病

院全体で約７％ポイントの減少となってい

る。診療科別では、小児科が約 25％ポイン

トの大きな減少となっている一方で、循環器

科と産婦人科は 3％ポイント前後、泌尿器科

は約 1％ポイントの小さな減少となってい

る。 

対応実績別で分けると、泌尿器科は対応実

績有り病院群では約 2％ポイントのプラス

に対して、対応実績無し病院群では約 26％

ポイントのマイナスになっている。耳鼻咽喉

科は、対応実績無し病院群が対応実績有り病

院群よりも約 13％ポイント大きく減少して

いる。 

次に単純平均を全病院ベースで見ると、全

病院では約 10％ポイントの減少となってい

る。診療科別では、小児科、皮膚科、歯科が

20％ポイントを超えて大きく減少している。 

対応実績別で分けると、泌尿器科は対応実

績有り病院群が対応実績無し病院群よりも

約 20％ポイント大きく減少している。耳鼻

咽喉科は、対応実績無し病院群が対応実績有

り病院群よりも約 10％ポイント大きく減少

している。 

 

② 四半期ベースの状況 

表 8 では、入院に関する令和 2 年 4~6 月

(第 1四半期)と 7~9月(第 2四半期)の収入計

について前年同期と比べた変化率を示して

いる。これを見ると、多くの診療科で令和 2

年第 1 四半期は収入計が大きく減少してい

るが、令和 2 年第 2 四半期には減少傾向で

はあるものの、その減少幅が回復している。

この傾向は、対応実績有りの病院群でも、対

応実績無しの病院群でも同様になっている。 

 まず加重平均を全病院ベースで見ると、病

院全体では第 1 四半期が約 12％、第 2 四半

期では約 6％の減少となっている。診療科別

では第 1四半期で、皮膚科、耳鼻咽喉科、眼

科、歯科は 30％を超えて、小児科、心臓外科

は 20％を超えて減少している。このうち小

児科、皮膚科は第 2 四半期でも 20％を超え

て、心臓外科、耳鼻咽喉科、眼科は第 2四半

期でも 10％を超えて依然として減少してい

る。 

全体の傾向と異なる状況にあるのは、以下

の診療科である。外科では、第 1四半期も第

2 四半期も同程度の 7％前後のマイナスにな

っており、むしろ第 2四半期の減少の方がわ

ずかながら大きい。この傾向は、対応実績有

りの病院群でも、対応実績無しの病院群でも

同様になっている。泌尿器科については、全

病院でも対応実績有り病院群でもプラスと

なっており、第 2 四半期よりも第 1 四半期

の方が、大きく増加している。一方で、対応

実績無し病院群では第 1 四半期が約 19％減

少し、第 2 四半期は約 37％減少しており、

第 1四半期よりも第 2四半期の方が、約 18％

も減少幅が大きくなっている。眼科について
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は、対応実績無し病院群では、第 1四半期が

約 2％の減少であったが、第 2 四半期が約

17％の減少であり、減少幅が大きくなってい

る。整形外科（対応実績無し病院群）、産婦

人科、歯科（対応実績有り病院群）では、第

2四半期でプラスに転じている。 

次に単純平均を全病院ベースで見ると、病

院全体では第 1 四半期が約 14％、第 2 四半

期では約 9％の減少となっている。診療科別

では第 1四半期で、心臓外科、皮膚科、耳鼻

咽喉科、歯科は 30％を超えて、小児科、眼科

は 20％を超えて減少している。このうち、

小児科、皮膚科は第 2 四半期でも 20％を超

えて、心臓外科、耳鼻咽喉科は第 2四半期で

も 10％を超えて依然として減少している。 

全体の傾向と異なる状況にあるのは、以下

の診療科である。循環器科では、対応実績有

り病院では第 1四半期でも約 1％のプラスと

なっているが、第 2四半期では約 6％のプラ

スと、増加傾向にある。このため、全病院で

も第 2 四半期は約 2％のプラスとなってい

る。外科については、全病院、第 1四半期も

8％前後の減少となっており、大きな差は無

い。しかし、対応実績無し病院群では、約 7％

減少幅が大きくなっている。泌尿器科につい

ては、全病院でも対応実績有り病院群でも、

第 1 四半期も第 2 四半期もプラスであり、

第 2 四半期よりも第 1 四半期の方が、増加

が大きくなっている。対応実績無し病院群で

は第 1 四半期も第 2 四半期も 20％近いマイ

ナスである。眼科については、対応実績無し

病院群では、第 1四半期が約 1％のプラスで

あったが、第 2 四半期が約 23％のプラスと

なっている。なお、加重平均における変化率

の推移と反対になっているが、この原因は、

サンプル数が少なく、収入規模の小さな病院

の変化率がマイナス、収入規模の大きな病院

の変化率がプラスと異なっていたためであ

る。整形外科（対応実績無し病院群）、歯科

（対応実績有り病院群）では、第 2四半期で

プラスに転じている。 

表 9 では、入院に関する令和 2 年 4~6 月

(第 1四半期)と 7~9月(第 2四半期)の収支比

率について前年同期と比べた差異を示して

いる。これを見ると、多くの診療科で令和 2

年第 1 四半期は収支比率が大きく減少して

いるが、令和 2 年第 2 四半期には減少傾向

ではあるものの、その減少幅が回復している。

この傾向は、対応実績有りの病院群でも、対

応実績無しの病院群でも同様になっている。 

まず加重平均を全病院ベースで見ると、病

院全体では第 1 四半期が約 12％ポイント、

第 2四半期では約 3％ポイントの減少となっ

ている。診療科別では第 1 四半期において、

小児科、耳鼻咽喉科、歯科は、30％ポイント

を超える大きな減少となっている。このうち

小児科は、第 2 四半期でも約 15%ポイント

と大きく減少している。 

全体の傾向と異なる状況にあるのは、以下

の診療科である。循環器科の対応実績無し病

院群では、第 1 四半期でも第 2 四半期でも

約 5％ポイントの減少のままで変動がない。

泌尿器科については、全病院、対応実績有り

病院群では、第 2四半期でプラスに転じてい

るが、対応実績無し病院群では、第 1四半期

も第 2 四半期もマイナス 26％前後にとどま

っている。耳鼻咽喉科の対応実績無しの病院

群では第 1 四半期のマイナスが約 89％ポイ

ントと非常に大きかったにもかかわらず、第

2 四半期ではマイナス約 4％ポイントまで大

きく回復している。眼科については、対応実

績無し病院群では、第 1四半期よりも第 2四

半期の方が、約 19％ポイント減少が大きく

なっている。産婦人科、歯科（対応実績有り

病院群）では、第 2四半期でプラスに転じて

いる。 
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次に単純平均を全病院ベースで見ると、病

院全体では第 1 四半期が約 13％ポイント、

第 2四半期では約 7％ポイントの減少となっ

ている。診療科別では第 1四半期で、小児科、

耳鼻咽喉科、歯科が 30％ポイントを超えて、

心臓外科、皮膚科が 20％ポイントを超えて

減少している。このうち、小児科、皮膚科は

第 2 四半期でも 20％ポイントを超える減少

のままである。 

全体の傾向と異なる状況にあるのは、以下

の診療科である。循環器科の対応実績有り病

院群では、約 10％ポイント前後のマイナス

のままで、あまり減少が回復していない。皮

膚科では、約 25％ポイントから約 26％ポイ

ントに微減しており、減少の様子が無い。眼

科の対応実績無しの病院群では、第 1四半期

が約 2％ポイントのプラスであったが、第 2

四半期では約 10％ポイントのマイナスにな

っており、減少が拡大している。 

 

（３）外来の分析 

① 半年ベースの状況 

 表 10では、外来に関する令和 2年 4~9月

の収入計について前年同期と比べた変化率

を示している。これを見ると、加重平均の対

応実績有り病院群の循環器科を除いてすべ

て収入計が減少する結果となっている。 

 まず加重平均を全病院ベースで見ると、病

院全体で約 9％の減少となっている。診療科

別では、耳鼻咽喉科がマイナス 19％と大き

く減少しているが、循環器科、外科の減少は

数パーセントと小さい。 

対応実績別で分けると、循環器科は対応実

績有り病院群が約 3％のプラスに対して、対

応実績無しの病院群が約 16％のマイナスと、

大きく異なる。 

次に単純平均を全病院ベースで見ると、病

院全体で約 11％の減少となっている。診療

科別では、皮膚科、耳鼻咽喉科は 20％を超

えて大きく減少しているが、外科、歯科は約

4％と減少幅が小さい。 

対応実績別で分けると、小児科は対応実績

有り病院群よりも対応実績無し病院群が約

11％大きく減少している。 

 表 11では、外来に関する令和 2年 4~9月

の収支比率について前年同期と比べた差異

を示している。これを見ると、全てで収支比

率が減少する結果となっている。 

まず加重平均を全病院ベースで見ると、病

院全体で約 13％ポイントの減少となってい

る。診療科別では、小児科、脳神経外科、皮

膚科、耳鼻咽喉科が 20％ポイントを超えて、

心臓外科が約 20％ポイントと大きな減少と

なっている。 

対応実績別で分けると、耳鼻咽喉科は対応

実績有り病院群が対応実績無し病院群より

も約 11％ポイント大きく減少している。眼

科は、対応実績無し病院群が対応実績有り病

院群よりも、約 12％ポイント大きく減少し

ている。 

次に単純平均を全病院ベースで見ると、病

院全体では約 17％ポイントの減少となって

いるが、皮膚科は約 44％ポイント、小児科、

心臓外科、耳鼻咽喉科は 30％ポイントを超

えて、脳神経外科は約 26％ポイントと、大

きく減少しているが、外科の減少は約 8％ポ

イントと小さい。 

対応実績別で分けると、小児科は対応実績

無し病院群が対応実績有り病院群よりも約

19％ポイント大きく減少している。 

 

② 四半期ベースの状況 

表 12では、外来に関する令和 2年 4~6月

(第 1四半期)と 7~9月(第 2四半期)の収入計

について前年同期と比べた変化率を示して

いる。これを見ると、多くの診療科で令和 2
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年第 1 四半期は収入計が大きく減少してい

るが、令和 2 年第 2 四半期には減少傾向で

はあるものの、その減少幅が回復している。

この傾向は、対応実績有りの病院群でも、対

応実績無しの病院群でも同様になっている。 

 まず加重平均を全病院ベースで見ると、病

院全体では第 1 四半期が約 14％、第 2 四半

期では約 4％の減少となっている。診療科別

では第 1四半期で、整形外科、皮膚科、耳鼻

咽喉科は 20％を超えて、小児科は約 20％と

大きく減少している。このうち小児科、耳鼻

咽喉科は第 2 四半期でも依然として 10％を

超えて、皮膚科は約 10％減少している。 

全体の傾向と異なる状況にあるのは、以下

の診療科である。泌尿器科と産婦人科では、

対応実績無し病院群において、第 1四半期よ

りも第 2 四半期の方が大きく減少している。

循環器科（対応実績無し病院群を除く）、外

科、心臓外科、歯科では、第 2四半期にはプ

ラスに転じている。 

次に単純平均を全病院ベースで見ると、病

院全体では第 1 四半期が約 16％、第 2 四半

期では約 6％の減少となっている。診療科別

では第 1 四半期で、循環器科、脳神経外科、

整形外科、皮膚科、耳鼻咽喉科が 20％を超

えて減少している。このうち皮膚科、耳鼻咽

喉科は第 2 四半期でも依然として 10％を超

えて、脳神経外科は約 10％減少している。 

全体の傾向と異なる状況にあるのは、以下

の診療科である。産婦人科については、対応

実績無し病院群において、第 1四半期と第 2

四半期でほとんど差が無い。外科（対応実績

有り病院群を除く）、心臓外科、泌尿器科（対

応実績無し病院群を除く）、歯科では、第 2

四半期にはプラスに転じている。 

 表 13では、外来に関する令和 2年 4~6月

(第 1四半期)と 7~9月(第 2四半期)の収支比

率について前年同期と比べた差異を示して

いる。これを見ると、多くの診療科で令和 2

年第 1 四半期は収支比率が大きく減少して

いるが、令和 2 年第 2 四半期には減少傾向

ではあるものの、その減少幅が回復している。

この傾向は、対応実績有りの病院群でも、対

応実績無しの病院群でも同様になっている。 

まず加重平均を全病院ベースで見ると、病

院全体では第 1 四半期が約 22％ポイント、

第 2四半期では約 5％ポイントの減少となっ

ている。診療科別では第 1四半期で、心臓外

科が約 51％ポイント、耳鼻咽喉科が約 41％

ポイント、小児科、脳神経外科、皮膚科、歯

科が 30％ポイントを超えて、整形外科、産

婦人科が 20％ポイントを超えて、大きな減

少となっている。このうち小児科、脳神経外

科、皮膚科、耳鼻咽喉科が第 2四半期でも依

然として 10％ポイントを超えて減少してい

る。 

全体の傾向と異なる状況にあるのは、以下

の診療科である。外科（対応実績無し病院群

を除く）、心臓外科、歯科については、第 2四

半期でプラスに転じている。特に心臓外科は、

第 1 四半期で 50％ポイントを超えて大きく

減少していたにもかかわらず、第 2四半期で

プラスに転じている 

次に単純平均を全病院ベースで見ると、病

院全体では第 1 四半期が約 28％ポイント、

第 2四半期では約 9％ポイントの減少となっ

ている。診療科別では第 1四半期で、小児科、

心臓外科、皮膚科が 60％ポイントを超えて、

耳鼻咽喉科が約 53％ポイント、歯科が約

41％ポイント、脳神経外科、整形外科が 30％

ポイントを超えて減少している。このうち、

皮膚科、耳鼻咽喉科は第 2 四半期でも 20％

ポイントを超えて、小児科、心臓外科、脳神

経外科は第 2 四半期でも 10%ポイントを超

えて、眼科は約 10％ポイント減少している。 

全体の傾向と異なる状況にあるのは、以下
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の診療科である。外科の第 2四半期は、約 0

～1％ポイントのマイナスであり、ほとんど

減少していない状況である。歯科については、

第 2四半期でプラスに転じている。 

 

Ｄ．考察 

単純平均に関して述べるが、入院・外来の

合計値の半年ベースの状況を見ると、収入計

に関しては、受診抑制などの影響により、小

児科、心臓外科、皮膚科、耳鼻咽喉科は 2割

以上の減少となっていた。収支比率に関して

は、ほぼ同じ診療科で 22~25％ポイントの減

少となっていた。 

 入院・外来の合計値の四半期ベースの状況

を見ると、収入計に関しては、小児科、皮膚

科は、第 1 四半期も第 2 四半期も 2 割を超

える減少となっていた。一方、心臓外科、耳

鼻咽喉科、眼科、歯科は第 1四半期では、2~3

割の減少であったが、第 2四半期で最大でも

1割程度の減少にまで回復していた。 

収支比率に関しては、ほぼ同じ診療科で同

様の減少傾向を示していた。ただし、外科に

関しては他の診療科と異なっており、収入計

は第 1四半期も第 2四半期も同様に約 8％程

度の減少であったが、収支比率は第 1四半期

で約 13％ポイントの減少だったのに第 2 四

半期で約 7％ポイントの減少になっていた。 

 入院の半年ベースの状況を見ると、収入計

に関しては、小児科、心臓外科、皮膚科、耳

鼻咽喉科は 2.5~3 割程度の減少となってい

た。収支比率に関しては、ほぼ同じ診療科で

25~30％ポイントの減少となっていた。 

 入院の四半期ベースの状況を見ると、収入

計に関しては、小児科、皮膚科は、第 1四半

期も第 2四半期も、2.5~3割の減少にとどま

っており、半年を通して手術などの抑制が生

じた結果と推測された。心臓外科、耳鼻咽喉

科は、第 1 四半期で 3 割を超える減少であ

ったが、第 2四半期で 1.5割ほどの減少に回

復している。眼科と歯科は、第 1四半期で 3

割前後の減少であったが、第 2四半期では 1

割以下の減少に大きく回復していた。これら

の入院の減少が回復してきた診療科につい

ては、第 1四半期では手術の延期が行われた

ものの、第 2四半期で手術を実施するように

なった結果と推測された。 

収支比率に関しては、ほとんどの診療科で

同様の推移を示していた。ただし、外科に関

しては他の診療科と異なっており、収入計は

第 1四半期も第 2四半期も同様に約 8％程度

の減少であったが、収支比率は第 1四半期で

約 12％ポイントの減少であったのに、第 2

四半期で約 8％ポイントの減少になってい

た。これは、第 1四半期ではコロナ対策のた

めに何らかの追加支出が多額に生じており、

第 2 四半期ではこれらの追加支出が行われ

なかったと推測される。 

 外来の半年ベースの状況を見ると、収入計

に関しては、皮膚科、耳鼻咽喉科は 2割程度

の減少となっていた。収支比率に関しては、

これらの診療科以外に、小児科、心臓外科、

脳神経外科で、26~44％ポイントの減少とな

っていた。 

 外来の四半期ベースの状況を見ると、いず

れの診療科でも、第 1 四半期から第 2 四半

期にかけて、収入計の減少が回復しており、

2割程度の減少があった小児科、脳神経外科、

整形外科でも、1割以下の減少まで回復して

いた。しかし、第 1四半期で 3割近くまで減

少した皮膚科と耳鼻咽喉科は、第 2四半期で

も 1割以上の減少が続いており、受診控えが

長引いている状況が伺えた。 

収支比率に関しては、いずれの診療科でも

同様の推移を示していた。ただし、収入計と

比べて減少の幅が大きく、第 1 四半期で

30~60％ポイント台の減少が多くの診療科
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でみられた。 

入院、外来の収入計を半年ベースで比較し

てみると、入院では小児科、心臓外科、皮膚

科、耳鼻咽喉科は、2割以上の減少となって

いるのに対して、外来では皮膚科、耳鼻咽喉

科が 2 割程度の減少となっており、小児科、

心臓外科の大幅な減少は入院に限られてい

た。眼科、歯科についても、入院の減少が、

それぞれ約 19％、約 17％と比較的大きいが、

外来では約 6％、約 4％と小さく、外来の方

が影響は小さかった。 

循環器科については、入院では減少が約

1％とあまり無かったものの、外来では約

13％の減少となっていた。同じような傾向は、

脳神経外科でもあり、入院では約 7％の減少

となっているが、外来では約 17％の減少と

なっていた。 

 

Ｅ．結論 

入院では、小児科、皮膚科は、第 1四半期

も第 2四半期も、2.5~3割の収入計の減少に

とどまっており、半年を通して手術などの抑

制が生じた結果と推測された。 

心臓外科、耳鼻咽喉科、眼科、歯科は第 2

四半期には入院の減少が回復してきており、

第 1 四半期では手術の延期が行われたもの

の、第 2四半期で手術を実施するようになっ

た結果と推測された。 

外来では、いずれの診療科でも、第 1四半

期から第 2四半期にかけて、収入計の減少が

回復しており、2割程度の減少があった小児

科、脳神経外科、整形外科でも、1割以下の

減少まで回復していた。しかし、第 1四半期

で 3 割近くまで減少した皮膚科と耳鼻咽喉

科は、第 2 四半期でも 1 割以上の減少が続

いており、受診控えが長引いている状況が示

唆された。 

収入計を半年ベースで比較してみると、入

院では小児科、心臓外科、皮膚科、耳鼻咽喉

科は、2割以上の減少となっているのに対し

て、外来では皮膚科、耳鼻咽喉科が 2割程度

の減少となっており、小児科、心臓外科の大

幅な減少は入院に限られていた。眼科、歯科

についても、入院の減少が、それぞれ約 19％、

約 17％と比較的大きいが、外来では約 6％、

約 4％と小さく、外来の方が影響は小さかっ

た。 

循環器科については、入院では減少が約

1％とあまり無かったものの、外来では約

13％の減少となっていた。同じような傾向は、

脳神経外科でもあり、入院では約 7％の減少

となっているが、外来では約 17％の減少と

なっていた。 

また、単純平均の収支比率により損益状況

をみると、入院・外来合計ベースでは、小児

科、皮膚科は 30％ポイントを超えて、耳鼻

咽喉科は 20％ポイントを超えて、歯科は約

20％ポイントと大きな減少となっているが、

泌尿器科は約 7％ポイントの減少と相対的

に小さい。第 1四半期では、皮膚科、耳鼻咽

喉科、歯科は 40％ポイントを超えて、小児

科は約 40％ポイントと大きく減少し、小児

科、皮膚科は第 2 四半期でも 20％ポイント

を超える減少のままである。 

入院では、小児科、皮膚科、歯科が 20％ポ

イントを超えて大きく減少している。第 1四

半期では、小児科、耳鼻咽喉科、歯科が 30％

ポイントを超えて、心臓外科、皮膚科が 20％

ポイントを超えて大きく減少し、小児科、皮

膚科は第 2 四半期でも 20％ポイントを超え

る減少のままである。 

一方、外来では、皮膚科は約 44％ポイン

ト、小児科、心臓外科、耳鼻咽喉科は 30％ポ

イントを超えて、脳神経外科は約 26％ポイ

ントと、大きく減少しているが、外科の減少

は約 8％ポイントと相対的に小さい。第 1四

134



半期では、小児科、心臓外科、皮膚科が 60％

ポイントを超えて、耳鼻咽喉科が約 53％ポ

イント、歯科が約 41％ポイント、脳神経外

科、整形外科が 30％ポイントを超えて大き

く減少している。第 2 四半期でも、皮膚科、

耳鼻咽喉科は 20％ポイントを超えて、小児

科、心臓外科、脳神経外科は 10%ポイントを

超えて、眼科は約 10％ポイント減少してい

る。こうしたなか、第 2四半期には、歯科は

前期比プラスに転じ、外科も 0.3％ポイント

未満のマイナスまで回復している点は、他の

診療科と傾向が異なる。 

 本研究における以上の分析において、収入

は対前年減収率、収支比率は対前年％ポイン

ト差であることを踏まえると、収入の減少率

に対して収支比率(利益率)の減少率は極め

て大きいといえる。このことは、固定費の存

在ゆえに収入の減少率に見合った費用の抑

制が困難なためであり、理論的には自明なこ

とであるが、診療科別の収入と損益(収支)の

変化状況を分析した結果、実際に収入の減少

の程度と損益(収支)の減少の程度には相違

が見られることが判明した。このことは、収

入ベースの診療科別分析だけでなく、損益ベ

ースの診療科別分析を実施することの重要

性を強く示唆している。 

ただし今回の研究では、診療科別の総費用

に占める固定費割合を把握して、収入の増減

率に対する損益の増減率を診療科別に分析

することまではできていない。固定費割合が

高く収入の減少に伴う利益（損失）の減少（拡

大）が著しい診療科と、変動費割合が高く収

入の減少に伴う利益（損失）の減少（拡大）

が大きくはない診療科を明らかにして、収入

の増減による損益増減への影響が強い診療

科と弱い診療科を把握することは、今後の研

究課題である。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 該当無し 

 

Ｇ．研究発表 

 該当無し 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

 該当無し 
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【参考資料】 

 

表 1 共通の診療科区分 

内科 循環器科 小児科 外科 心臓外科 

脳神経外科 整形外科 皮膚科 泌尿器科 耳鼻咽喉科 

産婦人科 眼科 歯科 精神科 その他 

 

表 2 【入院・外来の合計値】4~9月の収入計の変化率 

 

 

表 3 【入院・外来の合計値】4~9月の収支比率の前年差  

 

変化率 n 変化率 n 変化率 n 変化率 n 変化率 n 変化率 n

内科 ▲7.25% 29 ▲6.83% 22 ▲10.70% 7 ▲10.35% 29 ▲10.73% 22 ▲9.18% 7

循環器科 ▲9.62% 20 ▲9.07% 16 ▲13.12% 4 ▲8.47% 19 ▲6.84% 15 ▲14.60% 4

小児科 ▲21.05% 15 ▲22.38% 12 ▲11.70% 3 ▲23.07% 13 ▲24.07% 10 ▲19.73% 3

外科 ▲6.21% 29 ▲6.12% 22 ▲6.53% 7 ▲7.86% 29 ▲7.48% 22 ▲9.06% 7

心臓外科 ▲15.95% 15 ▲16.96% 13 - 2 ▲22.86% 12 ▲24.20% 11 - 1

脳神経外科 ▲5.08% 16 ▲5.14% 14 - 2 ▲10.85% 16 ▲11.12% 14 - 2

整形外科 ▲12.82% 27 ▲13.21% 22 ▲9.79% 5 ▲12.27% 27 ▲13.23% 22 ▲8.05% 5

皮膚科 ▲20.97% 17 ▲21.02% 16 - 1 ▲25.72% 13 ▲25.72% 13 - 0

泌尿器科 ▲1.43% 25  2.72% 20 ▲20.33% 5  4.97% 24  8.68% 19 ▲9.12% 5

耳鼻咽喉科 ▲20.92% 19 ▲18.67% 16 ▲36.90% 3 ▲24.62% 16 ▲21.02% 13 ▲40.19% 3

産婦人科 ▲5.29% 18 ▲4.90% 15 ▲6.86% 3 ▲8.68% 17 ▲8.86% 14 ▲7.87% 3

眼科 ▲14.10% 25 ▲14.57% 20 ▲10.13% 5 ▲14.59% 21 ▲16.77% 17 ▲5.35% 4

歯科 ▲11.11% 11 ▲8.48% 9 - 2 ▲11.02% 11 ▲8.63% 9 - 2

病院全体 ▲9.01% 29 ▲8.73% 22 ▲10.80% 7 ▲11.13% 29 ▲11.26% 22 ▲10.72% 7

診療科

入院・外来の合計値、4~9月、収入計の変化率

加重平均 単純平均

全病院 実績有り病院 実績無し病院 全病院 実績有り病院 実績無し病院

前年差 n 前年差 n 前年差 n 前年差 n 前年差 n 前年差 n

内科 ▲8.15%pt 29 ▲7.82%pt 22 ▲10.88%pt 7 ▲12.49%pt 29 ▲12.79%pt 22 ▲11.56%pt 7

循環器科 ▲4.57%pt 20 ▲4.25%pt 16 ▲6.95%pt 4 ▲9.03%pt 19 ▲9.29%pt 15 ▲8.04%pt 4

小児科 ▲26.02%pt 15 ▲26.87%pt 12 ▲20.24%pt 3 ▲31.05%pt 13 ▲27.20%pt 10 ▲43.90%pt 3

外科 ▲8.95%pt 29 ▲8.88%pt 22 ▲9.17%pt 7 ▲10.15%pt 29 ▲9.31%pt 22 ▲12.79%pt 7

心臓外科 ▲10.75%pt 15 ▲11.23%pt 13 - 2 ▲18.95%pt 13 ▲20.02%pt 12 - 1

脳神経外科 ▲6.85%pt 16 ▲6.89%pt 14 - 2 ▲14.88%pt 16 ▲14.98%pt 14 - 2

整形外科 ▲8.95%pt 27 ▲8.67%pt 22 ▲10.98%pt 5 ▲10.81%pt 27 ▲10.90%pt 22 ▲10.42%pt 5

皮膚科 ▲20.07%pt 17 ▲19.94%pt 16 - 1 ▲32.63%pt 14 ▲32.63%pt 14 - 0

泌尿器科 ▲5.19%pt 25 ▲3.12%pt 20 ▲15.65%pt 5 ▲7.16%pt 24 ▲6.80%pt 19 ▲8.52%pt 5

耳鼻咽喉科 ▲18.88%pt 19 ▲18.08%pt 16 ▲26.18%pt 3 ▲27.88%pt 17 ▲24.86%pt 14 ▲40.94%pt 3

産婦人科 ▲5.35%pt 18 ▲4.95%pt 15 ▲6.81%pt 3 ▲12.05%pt 17 ▲11.16%pt 14 ▲16.23%pt 3

眼科 ▲11.37%pt 25 ▲10.51%pt 20 ▲17.76%pt 5 ▲15.93%pt 22 ▲16.06%pt 18 ▲15.36%pt 4

歯科 ▲16.05%pt 11 ▲11.24%pt 9 - 2 ▲19.79%pt 11 ▲13.48%pt 9 - 2

病院全体 ▲8.89%pt 29 ▲8.65%pt 22 ▲10.48%pt 7 ▲11.42%pt 29 ▲11.51%pt 22 ▲11.14%pt 7

加重平均 単純平均

全病院 実績有り病院 実績無し病院 全病院 実績有り病院

入院・外来の合計値、4~9月、収支比率の前年差

診療科 実績無し病院
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表 4 【入院・外来の合計値】第 1四半期と第 2四半期における収入計の変化率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変化率 n 変化率 n 変化率 n 変化率 n 変化率 n 変化率 n

Q1 ▲9.69% 29 ▲9.32% 22 ▲12.70% 7 ▲13.97% 29 ▲13.97% 22 ▲13.99% 7

Q2 ▲4.91% 29 ▲4.43% 22 ▲8.78% 7 ▲6.67% 29 ▲7.44% 22 ▲4.25% 7

Q1 ▲16.27% 20 ▲16.13% 16 ▲17.06% 4 ▲12.70% 19 ▲11.08% 15 ▲18.81% 4

Q2 ▲2.78% 20 ▲2.00% 16 ▲8.33% 4 ▲3.59% 19 ▲2.20% 15 ▲8.81% 4

Q1 ▲24.71% 15 ▲25.54% 12 ▲19.08% 3 ▲24.72% 13 ▲25.60% 10 ▲21.80% 3

Q2 ▲17.73% 15 ▲19.53% 12 ▲4.49% 3 ▲21.10% 13 ▲22.27% 10 ▲17.18% 3

Q1 ▲6.64% 29 ▲6.69% 22 ▲6.47% 7 ▲8.15% 29 ▲8.34% 22 ▲7.53% 7

Q2 ▲5.80% 29 ▲5.57% 22 ▲6.58% 7 ▲7.31% 29 ▲6.33% 22 ▲10.38% 7

Q1 ▲18.86% 15 ▲20.95% 13 - 2 ▲26.16% 12 ▲28.27% 11 - 1

Q2 ▲12.90% 15 ▲12.82% 13 - 2 ▲15.10% 12 ▲15.23% 11 - 1

Q1 ▲8.34% 16 ▲7.86% 14 - 2 ▲13.75% 16 ▲12.27% 14 - 2

Q2 ▲1.97% 16 ▲2.57% 14 - 2 ▲5.54% 16 ▲9.03% 14 - 2

Q1 ▲17.16% 27 ▲17.01% 22 ▲18.17% 5 ▲17.62% 27 ▲17.66% 22 ▲17.46% 5

Q2 ▲8.66% 27 ▲9.62% 22 ▲0.84% 5 ▲6.50% 27 ▲8.55% 22  2.52% 5

Q1 ▲26.04% 17 ▲26.07% 16 - 1 ▲29.02% 13 ▲29.02% 13 - 0

Q2 ▲16.20% 17 ▲16.26% 16 - 1 ▲21.13% 13 ▲21.13% 13 - 0

Q1 ▲0.73% 25  2.15% 20 ▲14.24% 5  2.54% 24  6.82% 19 ▲13.74% 5

Q2 ▲2.08% 25  3.26% 20 ▲25.66% 5  8.27% 24  11.03% 19 ▲2.22% 5

Q1 ▲32.38% 19 ▲29.06% 16 ▲55.60% 3 ▲34.89% 16 ▲30.90% 13 ▲52.22% 3

Q2 ▲10.46% 19 ▲9.20% 16 ▲19.48% 3 ▲14.53% 16 ▲11.25% 13 ▲28.77% 3

Q1 ▲10.77% 18 ▲9.69% 15 ▲14.94% 3 ▲11.66% 17 ▲11.53% 14 ▲12.30% 3

Q2  0.07% 18 ▲0.33% 15  1.81% 3 ▲5.68% 17 ▲6.21% 14 ▲3.21% 3

Q1 ▲20.53% 25 ▲22.15% 20 ▲5.16% 5 ▲19.90% 21 ▲23.75% 17 ▲3.55% 4

Q2 ▲8.04% 25 ▲7.26% 20 ▲14.05% 5 ▲8.00% 21 ▲9.47% 17 ▲1.77% 4

Q1 ▲25.42% 11 ▲23.96% 9 - 2 ▲23.77% 11 ▲22.63% 9 - 2

Q2  2.70% 11  6.52% 9 - 2  1.95% 11  5.63% 9 - 2

Q1 ▲12.56% 29 ▲12.31% 22 ▲14.15% 7 ▲14.33% 29 ▲14.45% 22 ▲13.96% 7

Q2 ▲5.61% 29 ▲5.32% 22 ▲7.49% 7 ▲8.00% 29 ▲8.16% 22 ▲7.48% 7

脳神経外科

整形外科

皮膚科

泌尿器科

耳鼻咽喉科

入院・外来の合計値、4~6月(Q1)/7~9月(Q2)、収入計の変化率

診療科 時期

加重平均 単純平均

全病院 実績有り病院 実績無し病院 全病院 実績有り病院 実績無し病院

内科

循環器科

小児科

外科

心臓外科

産婦人科

眼科

歯科

病院全体
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表 5 【入院・外来の合計値】第 1四半期と第 2四半期における収支比率の前年差 

 

前年差 n 前年差 n 前年差 n 前年差 n 前年差 n 前年差 n

Q1 ▲13.64%pt 29 ▲13.58%pt 22 ▲14.13%pt 7 ▲19.21%pt 29 ▲19.49%pt 22 ▲18.34%pt 7

Q2 ▲3.15%pt 29 ▲2.57%pt 22 ▲7.95%pt 7 ▲6.59%pt 29 ▲6.88%pt 22 ▲5.66%pt 7

Q1 ▲8.37%pt 20 ▲8.42%pt 16 ▲8.08%pt 4 ▲11.50%pt 19 ▲11.46%pt 15 ▲11.66%pt 4

Q2 ▲1.42%pt 20 ▲0.98%pt 16 ▲5.40%pt 4 ▲7.12%pt 19 ▲8.04%pt 15 ▲3.67%pt 4

Q1 ▲36.25%pt 15 ▲36.48%pt 12 ▲35.05%pt 3 ▲39.09%pt 13 ▲35.27%pt 10 ▲51.86%pt 3

Q2 ▲17.70%pt 15 ▲19.10%pt 12 ▲7.34%pt 3 ▲24.75%pt 13 ▲21.33%pt 10 ▲36.15%pt 3

Q1 ▲13.02%pt 29 ▲13.15%pt 22 ▲12.57%pt 7 ▲13.42%pt 29 ▲12.98%pt 22 ▲14.80%pt 7

Q2 ▲5.14%pt 29 ▲4.92%pt 22 ▲5.89%pt 7 ▲7.24%pt 29 ▲6.09%pt 22 ▲10.85%pt 7

Q1 ▲15.78%pt 15 ▲18.51%pt 13 - 2 ▲25.10%pt 13 ▲27.57%pt 12 - 1

Q2 ▲5.86%pt 15 ▲4.32%pt 13 - 2 ▲13.31%pt 13 ▲12.87%pt 12 - 1

Q1 ▲11.21%pt 16 ▲10.90%pt 14 - 2 ▲18.62%pt 16 ▲17.04%pt 14 - 2

Q2 ▲3.04%pt 16 ▲3.41%pt 14 - 2 ▲10.07%pt 16 ▲13.08%pt 14 - 2

Q1 ▲13.89%pt 27 ▲13.17%pt 22 ▲19.09%pt 5 ▲17.64%pt 27 ▲17.50%pt 22 ▲18.30%pt 5

Q2 ▲4.77%pt 27 ▲4.89%pt 22 ▲3.32%pt 5 ▲5.72%pt 27 ▲6.33%pt 22 ▲3.06%pt 5

Q1 ▲27.99%pt 17 ▲27.78%pt 16 - 1 ▲40.80%pt 14 ▲40.80%pt 14 - 0

Q2 ▲14.00%pt 17 ▲13.94%pt 16 - 1 ▲27.53%pt 14 ▲27.53%pt 14 - 0

Q1 ▲8.33%pt 25 ▲6.43%pt 20 ▲17.58%pt 5 ▲13.09%pt 24 ▲11.89%pt 19 ▲17.64%pt 5

Q2 ▲2.22%pt 25 ▲0.08%pt 20 ▲13.61%pt 5 ▲1.92%pt 24 ▲2.69%pt 19  0.97%pt 5

Q1 ▲34.34%pt 19 ▲31.12%pt 16 ▲68.63%pt 3 ▲46.23%pt 17 ▲39.85%pt 14 ▲73.88%pt 3

Q2 ▲9.02%pt 19 ▲9.61%pt 16 ▲4.59%pt 3 ▲16.93%pt 17 ▲14.78%pt 14 ▲26.23%pt 3

Q1 ▲12.39%pt 18 ▲11.25%pt 15 ▲16.38%pt 3 ▲21.62%pt 17 ▲20.18%pt 14 ▲28.36%pt 3

Q2  0.83%pt 18  0.47%pt 15  2.22%pt 3 ▲4.20%pt 17 ▲3.80%pt 14 ▲6.08%pt 3

Q1 ▲17.17%pt 25 ▲17.12%pt 20 ▲14.06%pt 5 ▲21.58%pt 22 ▲23.79%pt 18 ▲12.20%pt 4

Q2 ▲7.11%pt 25 ▲5.62%pt 20 ▲20.06%pt 5 ▲11.42%pt 22 ▲11.16%pt 18 ▲12.54%pt 4

Q1 ▲36.98%pt 11 ▲31.27%pt 9 - 2 ▲42.23%pt 11 ▲36.31%pt 9 - 2

Q2 ▲2.16%pt 11  1.79%pt 9 - 2 ▲6.07%pt 11 ▲0.15%pt 9 - 2

Q1 ▲14.43%pt 29 ▲14.31%pt 22 ▲15.17%pt 7 ▲16.32%pt 29 ▲16.53%pt 22 ▲15.69%pt 7

Q2 ▲4.08%pt 29 ▲3.77%pt 22 ▲6.21%pt 7 ▲7.27%pt 29 ▲7.30%pt 22 ▲7.17%pt 7

歯科

病院全体

皮膚科

泌尿器科

耳鼻咽喉科

産婦人科

眼科

小児科

外科

心臓外科

脳神経外科

整形外科

入院・外来の合計値、4~6月(Q1)/7~9月(Q2)、収支比率の前年差

診療科 時期

加重平均 単純平均

全病院 実績有り病院 実績無し病院 全病院 実績有り病院 実績無し病院

内科

循環器科
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表 6 【入院】4~9月の収入計の変化率 

 

 

 

 

表 7 【入院】4~9月の収支比率の前年差 

 

 

 

 

 

 

変化率 n 変化率 n 変化率 n 変化率 n 変化率 n 変化率 n

内科 ▲7.52% 28 ▲6.83% 21 ▲13.43% 7 ▲10.20% 28 ▲10.78% 21 ▲8.44% 7

循環器科 ▲10.00% 19 ▲9.67% 15 ▲12.18% 4 ▲1.27% 18  2.76% 14 ▲15.37% 4

小児科 ▲24.35% 13 ▲26.60% 10 ▲9.92% 3 ▲28.23% 11 ▲33.39% 9 - 2

外科 ▲7.48% 28 ▲7.39% 21 ▲7.77% 7 ▲8.68% 28 ▲8.07% 21 ▲10.50% 7

心臓外科 ▲17.09% 12 ▲18.29% 11 - 1 ▲26.13% 11 ▲27.89% 10 - 1

脳神経外科 ▲3.17% 14 ▲3.26% 13 - 1 ▲7.39% 14 ▲8.02% 13 - 1

整形外科 ▲12.45% 26 ▲12.82% 21 ▲9.64% 5 ▲11.33% 26 ▲12.04% 21 ▲8.38% 5

皮膚科 ▲26.84% 14 ▲26.84% 14 - 0 ▲29.94% 11 ▲29.94% 11 - 0

泌尿器科  7.87% 22  14.74% 17 ▲28.95% 5  4.95% 21  11.37% 17 ▲22.34% 4

耳鼻咽喉科 ▲21.62% 16 ▲18.44% 13 ▲44.42% 3 ▲25.42% 15 ▲18.69% 12 ▲52.33% 3

産婦人科 ▲4.99% 16 ▲4.32% 14 - 2 ▲10.22% 16 ▲10.51% 14 - 2

眼科 ▲20.57% 19 ▲21.86% 15 ▲11.01% 4 ▲18.80% 19 ▲25.43% 15  6.09% 4

歯科 ▲16.96% 10 ▲13.80% 8 - 2 ▲16.69% 10 ▲14.10% 8 - 2

病院全体 ▲9.06% 29 ▲8.65% 22 ▲11.89% 7 ▲11.12% 29 ▲10.99% 22 ▲11.53% 7

入院、4~9月、収入計の変化率

診療科

加重平均 単純平均

全病院 実績有り病院 実績無し病院 全病院 実績有り病院 実績無し病院

前年差 n 前年差 n 前年差 n 前年差 n 前年差 n 前年差 n

内科 ▲7.11%pt 28 ▲6.55%pt 21 ▲12.27%pt 7 ▲11.06%pt 28 ▲10.84%pt 21 ▲11.73%pt 7

循環器科 ▲3.22%pt 19 ▲2.98%pt 15 ▲5.10%pt 4 ▲9.48%pt 18 ▲10.03%pt 14 ▲7.56%pt 4

小児科 ▲25.11%pt 13 ▲26.71%pt 10 ▲18.29%pt 3 ▲27.76%pt 11 ▲30.13%pt 9 - 2

外科 ▲9.14%pt 28 ▲9.21%pt 21 ▲8.91%pt 7 ▲10.31%pt 28 ▲9.40%pt 21 ▲13.02%pt 7

心臓外科 ▲9.04%pt 12 ▲9.61%pt 11 - 1 ▲16.80%pt 11 ▲17.95%pt 10 - 1

脳神経外科 ▲5.12%pt 14 ▲5.19%pt 13 - 1 ▲9.03%pt 14 ▲9.62%pt 13 - 1

整形外科 ▲7.94%pt 26 ▲7.58%pt 21 ▲10.47%pt 5 ▲9.86%pt 26 ▲9.77%pt 21 ▲10.25%pt 5

皮膚科 ▲13.44%pt 14 ▲13.44%pt 14 - 0 ▲26.39%pt 13 ▲26.39%pt 13 - 0

泌尿器科 ▲1.09%pt 22  1.64%pt 17 ▲26.49%pt 5 ▲8.05%pt 21 ▲4.21%pt 17 ▲24.37%pt 4

耳鼻咽喉科 ▲15.70%pt 16 ▲14.84%pt 13 ▲27.70%pt 3 ▲18.53%pt 15 ▲16.62%pt 12 ▲26.20%pt 3

産婦人科 ▲3.62%pt 16 ▲3.15%pt 14 - 2 ▲8.00%pt 16 ▲8.11%pt 14 - 2

眼科 ▲7.78%pt 19 ▲6.44%pt 15 ▲14.22%pt 4 ▲11.95%pt 19 ▲11.96%pt 15 ▲11.93%pt 4

歯科 ▲14.27%pt 10 ▲7.16%pt 8 - 2 ▲20.78%pt 10 ▲11.74%pt 8 - 2

病院全体 ▲7.24%pt 29 ▲6.81%pt 22 ▲10.38%pt 7 ▲9.70%pt 29 ▲9.33%pt 22 ▲10.89%pt 7

加重平均 単純平均

全病院 実績有り病院 実績無し病院 全病院 実績有り病院 実績無し病院

入院、4~9月、収支比率の前年差

診療科
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表 8 【入院】第 1四半期と第 2四半期における収入計の変化率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変化率 n 変化率 n 変化率 n 変化率 n 変化率 n 変化率 n

Q1 ▲9.68% 28 ▲9.01% 21 ▲15.41% 7 ▲14.38% 28 ▲14.12% 21 ▲15.16% 7

Q2 ▲5.44% 28 ▲4.72% 21 ▲11.52% 7 ▲5.83% 28 ▲7.29% 21 ▲1.44% 7

Q1 ▲17.01% 19 ▲17.29% 15 ▲15.37% 4 ▲3.39% 18  0.80% 14 ▲18.05% 4

Q2 ▲2.79% 19 ▲2.07% 15 ▲8.14% 4  1.90% 18  5.51% 14 ▲10.73% 4

Q1 ▲28.26% 13 ▲30.23% 10 ▲16.29% 3 ▲26.75% 11 ▲31.03% 9 - 2

Q2 ▲20.68% 13 ▲23.25% 10 ▲3.39% 3 ▲26.82% 11 ▲32.39% 9 - 2

Q1 ▲6.39% 28 ▲6.58% 21 ▲5.78% 7 ▲7.84% 28 ▲8.18% 21 ▲6.83% 7

Q2 ▲8.49% 28 ▲8.14% 21 ▲9.63% 7 ▲8.89% 28 ▲7.28% 21 ▲13.69% 7

Q1 ▲20.32% 12 ▲22.87% 11 - 1 ▲31.73% 11 ▲34.62% 10 - 1

Q2 ▲13.76% 12 ▲13.60% 11 - 1 ▲15.98% 11 ▲16.09% 10 - 1

Q1 ▲5.85% 14 ▲5.31% 13 - 1 ▲8.62% 14 ▲7.48% 13 - 1

Q2 ▲0.63% 14 ▲1.35% 13 - 1 ▲3.06% 14 ▲7.54% 13 - 1

Q1 ▲16.80% 26 ▲16.54% 21 ▲18.65% 5 ▲16.82% 26 ▲16.43% 21 ▲18.46% 5

Q2 ▲8.28% 26 ▲9.32% 21  0.12% 5 ▲5.23% 26 ▲7.29% 21  3.38% 5

Q1 ▲31.45% 13 ▲31.45% 13 - 0 ▲30.94% 11 ▲30.94% 11 - 0

Q2 ▲23.50% 13 ▲23.50% 13 - 0 ▲25.06% 11 ▲25.06% 11 - 0

Q1  12.26% 22  17.77% 17 ▲18.98% 5  8.77% 21  15.76% 17 ▲20.90% 4

Q2  4.08% 22  12.07% 17 ▲36.88% 5  4.15% 21  9.18% 17 ▲17.25% 4

Q1 ▲34.18% 16 ▲29.53% 13 ▲66.96% 3 ▲36.05% 15 ▲29.09% 12 ▲63.91% 3

Q2 ▲10.51% 16 ▲8.65% 13 ▲23.96% 3 ▲15.39% 15 ▲8.90% 12 ▲41.37% 3

Q1 ▲10.93% 16 ▲9.19% 14 - 2 ▲10.58% 16 ▲9.90% 14 - 2

Q2  0.82% 16  0.31% 14 - 2 ▲9.45% 16 ▲10.74% 14 - 2

Q1 ▲30.39% 19 ▲33.60% 15 ▲1.76% 4 ▲27.68% 19 ▲35.26% 15  0.75% 4

Q2 ▲11.54% 19 ▲10.64% 15 ▲17.28% 4 ▲6.91% 19 ▲14.90% 15  23.04% 4

Q1 ▲33.47% 10 ▲32.05% 8 - 2 ▲32.18% 10 ▲31.41% 8 - 2

Q2 ▲1.37% 10  3.77% 8 - 2 ▲0.44% 10  4.32% 8 - 2

Q1 ▲11.98% 29 ▲11.56% 22 ▲14.76% 7 ▲13.54% 29 ▲13.59% 22 ▲13.41% 7

Q2 ▲6.25% 29 ▲5.86% 22 ▲8.98% 7 ▲8.69% 29 ▲8.45% 22 ▲9.46% 7

入院、4~6月(Q1)/7~9月(Q2)、収入計の変化率

産婦人科

眼科

歯科

病院全体

心臓外科

脳神経外科

整形外科

皮膚科

泌尿器科

耳鼻咽喉科

実績有り病院 実績無し病院

内科

循環器科

小児科

外科

診療科 時期

加重平均 単純平均

全病院 実績有り病院 実績無し病院 全病院
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表 9 【入院】第 1四半期と第 2四半期における収支比率の前年差 

 

 

  

前年差 n 前年差 n 前年差 n 前年差 n 前年差 n 前年差 n

Q1 ▲11.99%pt 28 ▲11.71%pt 21 ▲14.73%pt 7 ▲17.72%pt 28 ▲16.80%pt 21 ▲20.50%pt 7

Q2 ▲2.64%pt 28 ▲1.82%pt 21 ▲10.10%pt 7 ▲5.28%pt 28 ▲5.67%pt 21 ▲4.11%pt 7

Q1 ▲6.31%pt 19 ▲6.54%pt 15 ▲4.94%pt 4 ▲10.62%pt 18 ▲10.90%pt 14 ▲9.62%pt 4

Q2 ▲0.73%pt 19 ▲0.31%pt 15 ▲4.95%pt 4 ▲8.92%pt 18 ▲10.16%pt 14 ▲4.59%pt 4

Q1 ▲37.39%pt 13 ▲39.18%pt 10 ▲31.02%pt 3 ▲35.34%pt 11 ▲37.31%pt 9 - 2

Q2 ▲14.85%pt 13 ▲16.48%pt 10 ▲6.18%pt 3 ▲27.87%pt 11 ▲32.14%pt 9 - 2

Q1 ▲12.39%pt 28 ▲12.65%pt 21 ▲11.59%pt 7 ▲12.40%pt 28 ▲11.94%pt 21 ▲13.79%pt 7

Q2 ▲6.01%pt 28 ▲5.94%pt 21 ▲6.24%pt 7 ▲8.43%pt 28 ▲7.20%pt 21 ▲12.12%pt 7

Q1 ▲13.06%pt 12 ▲16.14%pt 11 - 1 ▲25.82%pt 11 ▲28.83%pt 10 - 1

Q2 ▲5.27%pt 12 ▲3.71%pt 11 - 1 ▲12.36%pt 11 ▲11.91%pt 10 - 1

Q1 ▲9.25%pt 14 ▲9.01%pt 13 - 1 ▲12.95%pt 14 ▲12.65%pt 13 - 1

Q2 ▲1.45%pt 14 ▲1.85%pt 13 - 1 ▲3.49%pt 14 ▲6.54%pt 13 - 1

Q1 ▲12.32%pt 26 ▲11.62%pt 21 ▲17.42%pt 5 ▲15.49%pt 26 ▲15.24%pt 21 ▲16.55%pt 5

Q2 ▲4.21%pt 26 ▲4.18%pt 21 ▲3.86%pt 5 ▲5.73%pt 26 ▲6.06%pt 21 ▲4.31%pt 5

Q1 ▲15.75%pt 13 ▲15.75%pt 13 - 0 ▲25.03%pt 13 ▲25.03%pt 13 - 0

Q2 ▲11.85%pt 13 ▲11.85%pt 13 - 0 ▲26.17%pt 13 ▲26.17%pt 13 - 0

Q1 ▲2.68%pt 22 ▲0.10%pt 17 ▲25.65%pt 5 ▲11.17%pt 21 ▲7.75%pt 17 ▲25.73%pt 4

Q2  0.66%pt 22  3.42%pt 17 ▲26.25%pt 5 ▲4.98%pt 21 ▲1.10%pt 17 ▲21.48%pt 4

Q1 ▲30.04%pt 16 ▲26.39%pt 13 ▲89.04%pt 3 ▲37.28%pt 15 ▲30.46%pt 12 ▲64.59%pt 3

Q2 ▲7.24%pt 16 ▲7.82%pt 13 ▲3.97%pt 3 ▲9.33%pt 15 ▲8.55%pt 12 ▲12.44%pt 3

Q1 ▲10.01%pt 16 ▲8.64%pt 14 - 2 ▲13.64%pt 16 ▲13.50%pt 14 - 2

Q2  1.97%pt 16  1.58%pt 14 - 2 ▲5.27%pt 16 ▲5.97%pt 14 - 2

Q1 ▲12.96%pt 19 ▲12.90%pt 15 ▲2.42%pt 4 ▲16.57%pt 19 ▲21.52%pt 15  1.97%pt 4

Q2 ▲4.91%pt 19 ▲2.64%pt 15 ▲21.19%pt 4 ▲7.36%pt 19 ▲6.67%pt 15 ▲9.94%pt 4

Q1 ▲32.47%pt 10 ▲23.78%pt 8 - 2 ▲37.82%pt 10 ▲27.32%pt 8 - 2

Q2 ▲3.04%pt 10  3.33%pt 8 - 2 ▲9.37%pt 10 ▲0.94%pt 8 - 2

Q1 ▲11.55%pt 29 ▲11.22%pt 22 ▲13.86%pt 7 ▲13.17%pt 29 ▲12.97%pt 22 ▲13.78%pt 7

Q2 ▲3.41%pt 29 ▲2.92%pt 22 ▲7.08%pt 7 ▲6.77%pt 29 ▲6.30%pt 22 ▲8.26%pt 7

歯科

病院全体

入院、4~6月(Q1)/7~9月(Q2)、収支比率の前年差

整形外科

皮膚科

泌尿器科

耳鼻咽喉科

産婦人科

眼科

内科

循環器科

小児科

外科

心臓外科

脳神経外科

加重平均 単純平均

全病院 実績有り病院 実績無し病院 全病院 実績有り病院 実績無し病院診療科 時期
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表 10 【外来】4~9月の収入計の変化率 

 

 

 

 

表 11 【外来】4~9月の収支比率の前年差 

 

 

 

 

 

 

変化率 n 変化率 n 変化率 n 変化率 n 変化率 n 変化率 n

内科 ▲6.71% 28 ▲6.67% 21 ▲7.03% 7 ▲9.64% 28 ▲10.42% 21 ▲7.28% 7

循環器科 ▲1.03% 19  3.05% 15 ▲16.32% 4 ▲13.30% 18 ▲12.98% 14 ▲14.42% 4

小児科 ▲15.08% 14 ▲15.01% 11 ▲15.45% 3 ▲12.10% 11 ▲9.06% 8 ▲20.22% 3

外科 ▲2.43% 28 ▲2.48% 21 ▲2.25% 7 ▲4.23% 28 ▲4.97% 21 ▲2.01% 7

心臓外科 ▲6.12% 14 ▲6.93% 12 - 2 ▲5.59% 10 ▲6.03% 9 - 1

脳神経外科 ▲13.92% 15 ▲13.77% 13 - 2 ▲16.55% 14 ▲16.09% 12 - 2

整形外科 ▲14.78% 26 ▲15.50% 21 ▲10.56% 5 ▲13.91% 24 ▲14.59% 20 ▲10.52% 4

皮膚科 ▲15.91% 17 ▲15.97% 16 - 1 ▲21.87% 13 ▲21.87% 13 - 0

泌尿器科 ▲10.25% 24 ▲8.97% 19 ▲13.82% 5 ▲5.27% 23 ▲4.26% 18 ▲8.91% 5

耳鼻咽喉科 ▲19.03% 19 ▲19.27% 16 ▲17.32% 3 ▲20.94% 16 ▲20.92% 13 ▲21.02% 3

産婦人科 ▲6.42% 18 ▲7.01% 15 ▲3.07% 3 ▲6.13% 16 ▲6.64% 13 ▲3.93% 3

眼科 ▲7.64% 24 ▲7.51% 19 ▲8.79% 5 ▲6.08% 20 ▲6.09% 16 ▲6.04% 4

歯科 ▲5.17% 11 ▲3.55% 9 - 2 ▲3.98% 11 ▲1.73% 9 - 2

病院全体 ▲8.87% 28 ▲8.93% 21 ▲8.54% 7 ▲11.12% 28 ▲11.77% 21 ▲9.18% 7

加重平均 単純平均

全病院 実績有り病院 実績無し病院 全病院 実績有り病院 実績無し病院診療科

外来、4~9月、収入計の変化率

前年差 n 前年差 n 前年差 n 前年差 n 前年差 n 前年差 n

内科 ▲9.29%pt 28 ▲9.37%pt 21 ▲8.76%pt 7 ▲15.83%pt 28 ▲17.00%pt 21 ▲12.31%pt 7

循環器科 ▲9.03%pt 19 ▲7.48%pt 15 ▲13.79%pt 4 ▲12.85%pt 18 ▲12.28%pt 14 ▲14.86%pt 4

小児科 ▲22.48%pt 14 ▲21.61%pt 11 ▲27.60%pt 3 ▲30.73%pt 11 ▲25.64%pt 8 ▲44.29%pt 3

外科 ▲7.18%pt 28 ▲6.75%pt 21 ▲8.82%pt 7 ▲8.38%pt 28 ▲8.49%pt 21 ▲8.05%pt 7

心臓外科 ▲19.66%pt 14 ▲20.18%pt 12 - 2 ▲39.69%pt 12 ▲41.93%pt 11 - 1

脳神経外科 ▲24.14%pt 15 ▲23.64%pt 13 - 2 ▲26.07%pt 14 ▲22.73%pt 12 - 2

整形外科 ▲16.19%pt 26 ▲16.80%pt 21 ▲14.01%pt 5 ▲15.96%pt 26 ▲16.57%pt 21 ▲12.94%pt 5

皮膚科 ▲22.15%pt 17 ▲21.96%pt 16 - 1 ▲44.01%pt 14 ▲44.01%pt 14 - 0

泌尿器科 ▲11.88%pt 24 ▲12.46%pt 19 ▲9.00%pt 5 ▲12.36%pt 23 ▲13.81%pt 18 ▲7.17%pt 5

耳鼻咽喉科 ▲25.92%pt 19 ▲27.38%pt 16 ▲16.52%pt 3 ▲35.14%pt 17 ▲35.08%pt 14 ▲35.38%pt 3

産婦人科 ▲12.94%pt 18 ▲13.25%pt 15 ▲12.18%pt 3 ▲12.69%pt 16 ▲11.42%pt 13 ▲18.19%pt 3

眼科 ▲12.03%pt 24 ▲10.85%pt 19 ▲22.58%pt 5 ▲14.54%pt 21 ▲13.44%pt 17 ▲18.92%pt 4

歯科 ▲15.03%pt 11 ▲12.48%pt 9 - 2 ▲15.92%pt 11 ▲11.17%pt 9 - 2

病院全体 ▲12.80%pt 28 ▲13.25%pt 21 ▲10.21%pt 7 ▲17.30%pt 28 ▲18.81%pt 21 ▲12.78%pt 7

診療科

外来、4~9月、収支比率の前年差

加重平均 単純平均

全病院 実績有り病院 実績無し病院 全病院 実績有り病院 実績無し病院
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表 12 【外来】第 1四半期と第 2四半期における収入計の変化率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変化率 n 変化率 n 変化率 n 変化率 n 変化率 n 変化率 n

Q1 ▲9.98% 28 ▲10.12% 21 ▲9.05% 7 ▲13.44% 28 ▲13.99% 21 ▲11.79% 7

Q2 ▲3.58% 28 ▲3.36% 21 ▲5.11% 7 ▲5.89% 28 ▲6.86% 21 ▲2.98% 7

Q1 ▲7.59% 19 ▲3.22% 15 ▲23.29% 4 ▲20.02% 18 ▲19.31% 14 ▲22.49% 4

Q2  5.50% 19  9.19% 15 ▲8.92% 4 ▲6.49% 18 ▲6.60% 14 ▲6.10% 4

Q1 ▲19.70% 14 ▲18.67% 11 ▲25.48% 3 ▲17.53% 11 ▲14.17% 8 ▲26.47% 3

Q2 ▲11.15% 14 ▲11.91% 11 ▲6.66% 3 ▲7.07% 11 ▲4.15% 8 ▲14.87% 3

Q1 ▲7.70% 28 ▲7.42% 21 ▲8.70% 7 ▲8.31% 28 ▲8.65% 21 ▲7.27% 7

Q2  2.82% 28  2.36% 21  4.62% 7  0.36% 28 ▲0.93% 21  4.24% 7

Q1 ▲14.94% 14 ▲16.64% 12 - 2 ▲11.49% 10 ▲12.08% 9 - 1

Q2  3.22% 14  3.36% 12 - 2  1.48% 10  1.29% 9 - 1

Q1 ▲19.12% 15 ▲18.84% 13 - 2 ▲23.02% 14 ▲22.10% 12 - 2

Q2 ▲8.93% 15 ▲8.92% 13 - 2 ▲9.83% 14 ▲9.91% 12 - 2

Q1 ▲21.01% 26 ▲21.94% 21 ▲15.67% 5 ▲20.40% 24 ▲21.28% 20 ▲16.03% 4

Q2 ▲8.70% 26 ▲9.24% 21 ▲5.48% 5 ▲7.52% 24 ▲8.00% 20 ▲5.15% 4

Q1 ▲22.21% 17 ▲22.25% 16 - 1 ▲28.05% 13 ▲28.05% 13 - 0

Q2 ▲9.73% 17 ▲9.83% 16 - 1 ▲14.80% 13 ▲14.80% 13 - 0

Q1 ▲12.82% 24 ▲13.47% 19 ▲10.96% 5 ▲10.57% 23 ▲10.87% 18 ▲9.52% 5

Q2 ▲7.73% 24 ▲4.48% 19 ▲16.51% 5  0.26% 23  2.60% 18 ▲8.16% 5

Q1 ▲27.79% 19 ▲27.85% 16 ▲27.39% 3 ▲29.78% 16 ▲29.35% 13 ▲31.61% 3

Q2 ▲10.33% 19 ▲10.77% 16 ▲7.29% 3 ▲11.73% 16 ▲12.08% 13 ▲10.22% 3

Q1 ▲10.14% 18 ▲11.48% 15 ▲2.48% 3 ▲8.51% 16 ▲9.59% 13 ▲3.85% 3

Q2 ▲2.80% 18 ▲2.65% 15 ▲3.63% 3 ▲3.63% 16 ▲3.52% 13 ▲4.10% 3

Q1 ▲10.50% 24 ▲10.63% 19 ▲9.31% 5 ▲7.93% 20 ▲8.23% 16 ▲6.71% 4

Q2 ▲4.87% 24 ▲4.49% 19 ▲8.28% 5 ▲3.99% 20 ▲3.69% 16 ▲5.17% 4

Q1 ▲17.42% 11 ▲16.51% 9 - 2 ▲14.96% 11 ▲13.67% 9 - 2

Q2  6.91% 11  9.08% 9 - 2  7.11% 11  10.18% 9 - 2

Q1 ▲13.98% 28 ▲14.18% 21 ▲12.83% 7 ▲16.06% 28 ▲16.43% 21 ▲14.96% 7

Q2 ▲4.09% 28 ▲4.01% 21 ▲4.53% 7 ▲6.41% 28 ▲7.33% 21 ▲3.64% 7

外来、4~6月(Q1)/7~9月(Q2)、収入計の変化率

産婦人科

眼科

歯科

病院全体

診療科 時期

内科

循環器科

小児科

外科

心臓外科

脳神経外科

整形外科

皮膚科

泌尿器科

耳鼻咽喉科

加重平均 単純平均

全病院 実績有り病院 実績無し病院 全病院 実績有り病院 実績無し病院
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表 13 【外来】第 1四半期と第 2四半期における収支比率の前年差 

 

 

前年差 n 前年差 n 前年差 n 前年差 n 前年差 n 前年差 n

Q1 ▲16.21%pt 28 ▲16.68%pt 21 ▲13.08%pt 7 ▲24.32%pt 28 ▲26.47%pt 21 ▲17.87%pt 7

Q2 ▲3.13%pt 28 ▲2.87%pt 21 ▲4.83%pt 7 ▲8.73%pt 28 ▲9.07%pt 21 ▲7.71%pt 7

Q1 ▲16.39%pt 19 ▲14.46%pt 15 ▲21.74%pt 4 ▲22.19%pt 18 ▲21.24%pt 14 ▲25.52%pt 4

Q2 ▲3.01%pt 19 ▲1.85%pt 15 ▲6.80%pt 4 ▲6.05%pt 18 ▲5.95%pt 14 ▲6.39%pt 4

Q1 ▲33.06%pt 14 ▲30.26%pt 11 ▲51.93%pt 3 ▲61.26%pt 11 ▲61.08%pt 8 ▲61.75%pt 3

Q2 ▲14.77%pt 14 ▲15.22%pt 11 ▲11.05%pt 3 ▲16.20%pt 11 ▲10.50%pt 8 ▲31.40%pt 3

Q1 ▲15.34%pt 28 ▲15.03%pt 21 ▲16.41%pt 7 ▲17.25%pt 28 ▲17.70%pt 21 ▲15.92%pt 7

Q2  0.18%pt 28  0.62%pt 21 ▲1.55%pt 7 ▲0.27%pt 28 ▲0.09%pt 21 ▲0.79%pt 7

Q1 ▲50.82%pt 14 ▲55.03%pt 12 - 2 ▲67.00%pt 12 ▲70.64%pt 11 - 1

Q2  8.68%pt 14  11.13%pt 12 - 2 ▲14.89%pt 12 ▲15.97%pt 11 - 1

Q1 ▲32.95%pt 15 ▲32.11%pt 13 - 2 ▲39.83%pt 14 ▲34.56%pt 12 - 2

Q2 ▲17.00%pt 15 ▲16.78%pt 13 - 2 ▲16.11%pt 14 ▲14.62%pt 12 - 2

Q1 ▲28.20%pt 26 ▲28.93%pt 21 ▲26.23%pt 5 ▲32.31%pt 26 ▲34.03%pt 21 ▲23.75%pt 5

Q2 ▲6.36%pt 26 ▲7.09%pt 21 ▲2.85%pt 5 ▲4.36%pt 26 ▲4.47%pt 21 ▲3.77%pt 5

Q1 ▲34.70%pt 17 ▲34.38%pt 16 - 1 ▲67.50%pt 14 ▲67.50%pt 14 - 0

Q2 ▲11.73%pt 17 ▲11.67%pt 16 - 1 ▲28.64%pt 14 ▲28.64%pt 14 - 0

Q1 ▲18.43%pt 24 ▲20.68%pt 19 ▲12.83%pt 5 ▲23.38%pt 23 ▲26.60%pt 18 ▲11.81%pt 5

Q2 ▲5.80%pt 24 ▲5.08%pt 19 ▲5.31%pt 5 ▲3.35%pt 23 ▲3.47%pt 18 ▲2.92%pt 5

Q1 ▲41.09%pt 19 ▲42.00%pt 16 ▲35.02%pt 3 ▲52.86%pt 17 ▲52.22%pt 14 ▲55.64%pt 3

Q2 ▲13.98%pt 19 ▲15.90%pt 16 ▲1.79%pt 3 ▲21.55%pt 17 ▲21.92%pt 14 ▲19.92%pt 3

Q1 ▲21.05%pt 18 ▲22.21%pt 15 ▲17.15%pt 3 ▲23.22%pt 16 ▲22.04%pt 13 ▲28.33%pt 3

Q2 ▲5.70%pt 18 ▲5.38%pt 15 ▲7.32%pt 3 ▲3.99%pt 16 ▲2.66%pt 13 ▲9.78%pt 3

Q1 ▲17.52%pt 24 ▲16.04%pt 19 ▲30.26%pt 5 ▲20.62%pt 21 ▲19.29%pt 17 ▲25.96%pt 4

Q2 ▲7.16%pt 24 ▲6.35%pt 19 ▲15.09%pt 5 ▲9.64%pt 21 ▲9.02%pt 17 ▲12.09%pt 4

Q1 ▲36.27%pt 11 ▲32.62%pt 9 - 2 ▲40.84%pt 11 ▲36.28%pt 9 - 2

Q2  0.19%pt 11  1.27%pt 9 - 2  0.91%pt 11  4.47%pt 9 - 2

Q1 ▲22.06%pt 28 ▲22.86%pt 21 ▲17.64%pt 7 ▲27.84%pt 28 ▲30.11%pt 21 ▲21.03%pt 7

Q2 ▲5.25%pt 28 ▲5.46%pt 21 ▲4.03%pt 7 ▲9.31%pt 28 ▲10.33%pt 21 ▲6.26%pt 7

歯科

病院全体

外来、4~6月(Q1)/7~9月(Q2)、収支比率の前年差

整形外科

皮膚科

泌尿器科

耳鼻咽喉科

産婦人科

眼科

内科

循環器科

小児科

外科

心臓外科

脳神経外科

診療科

加重平均 単純平均

全病院 実績有り病院 実績無し病院 全病院 実績有り病院 実績無し病院時期
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